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令和７年蘭越町議会第１回臨時会会議録  

 

○開会及び閉会 

  令和７年 ２月１８日 

   開 会  午前１０時００分 

   閉 会  午前１０時４９分 

 

○出席及び欠席議員の氏名 

  出席（１０名） １番  佐々木雄三   ２番  北山 正一 

３番  淀谷  融   ５番  金安 英照 

６番  向山  博   ７番  難波 修二 

８番  赤石 勝子   ９番  栁谷  要 

   １０番 永井  浩   １１番 熊谷 雅幸 

   

欠席（なし）   

 

○会議録署名議員 

  １０番 永井  浩  １番 佐々木 雄三 

 

○説明のために出席した者の職氏名 

  町 長       金  秀行   副町長       小林 俊也 

教育長       渡邊  貢   総務課長      梅本 聖孝 

税務課長      名越 義博   住民福祉課長    福原 明美 

健康推進課長    谷口 敦哉   農林水産課長    田縁 幸哉 

建設課長      北山 誠一   商工労働観光課長  水上 昭広 

教育次長      今野   満 

 

○職務のため出席した事務局職員 

  事務局長  津村 智之    書 記  和田 慎一 
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○議事日程 

  日程第１  会議録署名議員の指名 

  日程第２  会期の決定 

  日程第３  町長の行政報告及び提案理由の大綱説明 

  日程第４  議案第１号 蘭越町農村研修センターの設置及び管理に関する 

              条例の一部を改正する条例 

  日程第５  議案第２号 蘭越町交流促進センター雪秩父の設置及び管理に 

              関する条例の一部を改正する条例 

  日程第６  議案第３号 令和６年度蘭越町一般会計補正予算（第８号） 

  日程第７  議案第４号 令和６年度蘭越町簡易水道事業会計補正予算（第 

              ３号） 
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○議長（熊谷雅幸） おはようございます。 

ただいまの出席議員は１０名であります。 

これより、令和７年第１回蘭越町議会臨時会を開催いたします。 

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

説 明 出 席 者 に つ き ま し て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て お り ま す の で 、 御

了 承 願 い ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ ２ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 １ ０ 番 永 井 議 員 、

１ 番 佐 々 木 議 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 ２ 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り 願 い ま す 。  

９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  皆 さ ん 、 お は よ う ご ざ い ま す 。  

令 和 ７ 年 第 １ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り ま し て 、 議 会 運 営 委 員

会 の 決 定 事 項 を お 知 ら せ い た し ま す 。  

会 期 は 、 本 日 １ 日 間 と い た し ま す 。  

日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り 行 い た

い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り 、 よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど を お 願 い を い

た し ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  お 諮 り し ま す 。  

た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 、 本 日

１ 日 間 と し た い と 思 い ま す 。 こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 会 期 は １ 日 間 と す る こ と に 決 定 し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 説 明

を 願 い ま す 。  

金 町 長 。  
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○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  お は よ う ご ざ い ま す 。  

第１回蘭越町議会臨時会を招集しましたところ、大変御多用の中、議員の皆様

方の御出席をいただきまして、本臨時会が開催できますことを、まずもってお礼

を申し上げたいと存じます。 

第４回蘭越町議会定例会が開催された１２月１２日以降の行政報告については、

お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知らせしたい行事等につい

て口頭で報告を申し上げます。 

１ページ、１２月１６日、１０時から、この日は名駒町、小川康之さんへ５期

２０年の永きにわたり蘭越町議会議員として、町議会産業建設常任委員長などを

歴任され、地方自治の発展に大きく貢献された功績が称えられ、高齢者叙勲とし

て、旭日単光章を伝達させていただきました。 

１２月１７日、火曜日、１５時から、この日は札幌市で執り行われた北海道社

会貢献賞自治功労者表彰式において、難波修二さんが永年にわたり地域住民の福

祉の向上に尽力され、地方自治の振興発展に多大な貢献をされた功績が称えられ

受賞した旨、御報告をいただいたところでございます。 

２ページ、１２月２２日、日曜日、１０時から、この日は昨年６月から建設工

事を行っておりました小規模保育Ｃ型事業所ベアーズこども園の新園舎が完成し、

関係者が招かれオープニングが行われました。 

新園舎は、木のぬくもりを感じられる施設となっており、室内でも身体活動が

十分にできるように配慮されており、園児たちも楽しく登園していると聞いてい

るところでございます。 

園舎は今年４月から定員をこれまでの１０人から１９人に増やすとのことで、

本町の児童が健やかに成長するために今後もお力添えをいただくことをお願いし

たところでございます。 

１２月２３日、月曜日、１３時３０分から、この日は札幌市の北海道自治会館

において、蘭越町、北海道銀行及び株式会社バイウィルが、カーボンニュートラ

ルの実現を目指し連携協定を締結したところでございます。 

締結式には、北海道銀行の佐藤泰範執行役員、株式会社バイウィル執行役員兼

パートナーサクセス部齋藤雅英部長と私が参加をし、締結の後、報道各社に対し

て町有林１，７６０ヘクタールの人工林や保安林を活用し、８年間で１万トンの

二酸化炭素のクレジット創出を目指すと発表したところでございます。 

協定においては、株式会社バイウィルが蘭越町におけるＪクレジット創出プロ

ジェクトの申請・登録からモニタリング、創出したクレジットの販売までを支援、

販売は北海道銀行も協力し、地産地消によって地域の脱炭素化を促進することと

しております。 
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３ページ、１月７日、火曜日、１４時から、この日は令和７年蘭越町消防出初

式が行われ、職団員６８名の参加がありました。 

出初式終了後は、山村開発センターに会場を移動し、この度の瑞宝単光章を受

賞された元蘭越消防団副団長の志比川武さんへ叙勲の伝達を行いました。 

また、熊谷議長ほか議員の皆さんにも御出席をいただき、祝辞等をいただいた

ところでございます。 

１月１０日、金曜日、１０時から、この日は昆布温泉病院を訪問し、１００歳

に到達されました字初田の木村初美さんに長寿お祝い金と記念品を贈呈をいたし

たところです。 

４ページ、１月１８日、９時から、この日は蘭越町ジュニアカントリースキー

競技大会が開催され、開会式に出席をしております。 

蘭越町スキー連盟の主催による本大会は、今回の開催が１８回目で併せて後志

管内クロスカントリースキー２０２５シリーズ戦の第２戦となっており、当日は

幼児から中学生まで７６人の選手が参加されております。 

学年男女別でレースが行われ、爽やかな青空のもとベストを尽くし力走する選

手の姿を見ることができました。 

１月２２日、水曜日、１１時から、この日は三井石油資源開発株式会社、旧三

井石油開発株式会社の原田代表取締役社長が来庁し、令和５年６月に湯里地区に

おいて発生した地熱発電調査事業における蒸気噴出事案を受けて、町が昨年１月

に策定した蘭越町地域再生プランの推進に向けて、同社に支援を求めていた件に

ついて、町と同社との間で合意する旨の話し合いをいたしたところでございます。 

また、蒸気噴出現場周辺のモニタリングの状況について報告を受けたところで

ございます。 

１月２４日、金曜日、９時１５分から、この日は、本町出身の早稲田大学１年

生で、ノルディック複合の池田葉月選手が来庁され懇談をしております。 

池田さんは、２月１１日から１６日までアメリカのレイクプラシッドで開催さ

るノルディックジュニア世界選手権大会のノルディックコンバインドに日本代表

として選出されたことから、報告のため来庁されたものでございます。 

昨年は団体戦で金メダルを獲得しており、今年は個人戦でも金メダルの獲得を

目指しているということで、私も応援のメッセージを贈ったところでございます。 

５ページ、２月６日、木曜日、１３時３０分から、この日はサントリー食品イ

ンターナショナル株式会社及びサントリーホールディングス株式会社と、蘭越町

をはじめとする羊蹄山ろく７町村との間でペットボトルの水平リサイクルに関す

る協定を締結いたしました。 

現在、資源ごみとして回収されたペットボトルの多くはプラ製品や衣類の繊維
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などにリサイクルされており、いずれは廃棄されてしまいますが、水平リサイク

ルでは、再生ペットボトルとして繰り返し利用されるため、石油由来原料を削減

することができるとともに、新たにペットボトルを作るのに比べてＣＯ２を約６

０％削減することができるメリットがあります。 

この協定締結により、ペットボトルの再生先が明確に見える化され、町民のリ

サイクル意識がさらに向上することを期待をしているところでございます。 

２月７日、金曜日、１１時から、この日はＨＴＢ北海道テレビ放送株式会社の

寺内代表取締役社長ほかが来庁され、今年４月から供用開始を予定している自治

体情報配信システム運用に当たって説明等を受けたところでございます。 

道内で２番目となるこのシステムは、ＨＴＢの放送回線を活用し、テレビのｄ

ボタンを押すことで、役場や関係団体、各学校が配信する情報を自宅のテレビで

視聴できるものです。 

現在運用している防災行政無線ふれあい通信と共同で運用し、高齢者でも使い

慣れているテレビを活用することで、行政防災情報の伝達手段の拡充を図ってま

いりたいと考えております。 

次に、汚職調査の妨害に対する国家賠償請求事件の最高裁判所決定について報

告をいたします。 

第３回定例会でも報告しておりますとおり、町内在住の野村一也氏が、蘭越町

と難波修二議員を相手に起こしていた裁判で、野村一也氏が高等裁判所の判決を

不服として、令和６年８月１３日に最高裁判所へ上告しておりましたが、１２月

１２日に最高裁判所第１小法廷において棄却が決定された旨、委任している弁護

士より通知がありました。 

裁判費用については上告人の負担とする判決でありましたので、代理人弁護士

により裁判所に対して訴訟費用額確定処分の申し立てを行うことで取り進めてお

りますが、これをもちまして、一連の裁判は終結いたしましたので御報告いたし

ます。 

以上で、汚職調査の妨害に対する国家賠償請求事件の最高裁判所決定について、

報告を終わります。 

次に、本日提案いたします議案の提案理由の大綱について御説明申し上げます。 

議案第１号については、蘭越町農村研修センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例でございますが、施設建替えに伴う使用料の見直しのため、

条例の一部を改正させていただくものでございます。 

議案第２号については、蘭越町交流促進センター雪秩父の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例でございますが、物価上昇に伴う料金の見直しのた

め、条例の一部を改正させていただくものでございます。 
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議案第３号については、令和６年度蘭越町一般会計補正予算第８号でございま

すが、歳入歳出それぞれ２億９，１５６万８，０００円の追加をお願いするもの

でございます。 

歳出の主な内容ですが、総務費では、低所得世帯支援及び定額減税調整不足額

給付対策費として、低所得世帯支援給付金２，３５１万円の追加など、合わせま

して２，８６０万２，０００円を追加するものでございます。 

民生費では、高齢者生活福祉センター費として、修繕料、高齢者生活福祉セン

ターこんぶ真空式温水機制御盤交換修理４３万４，０００円などを合わせまして

２，４１２万１，０００円を追加するものでございます。 

衛生費では、蘭越歯科診療所費として、空調設備設置１６万２，０００円など

を合わせまして１３４万２，０００円を追加するものでございます。 

農林水産業費では、農業総務費として、産業振興基金積立金１億９，０００万

円などを合わせまして１億９，０７５万円を追加するものでございます。 

商工費では、観光費として、ふるさと納税寄附者謝礼９００万円など、合わせ

まして３，０７４万２，０００円を追加するものでございます。 

土木費では、ロータリー除雪車修理２２万２，０００円などを合わせまして１

１２万２，０００円を追加するものでございます。 

教育費では、学校管理費として、昆布小学校校舎オートロック装置設置１２８

万３，０００円などを合わせまして１，４８８万９，０００円を追加するもので

ございます。 

歳入については、低所得世帯支援給付金事業補助金２，５４６万６，０００円。

学校施設環境改善交付金３６３万１，０００円。蘭越町地域再生プラン支援金１

億９，０００万円などを合わせまして、歳入総額２億９，１５６万８，０００円

を充当するものでございます。 

議案第４号については、令和６年度蘭越町簡易水道事業会計補正予算第３号で

ございますが、歳入歳出それぞれ１２万円の減額をお願いするものでございます。 

歳出については、修繕料１５８万円の追加。道道名駒田下線老朽管布設替工事

１２６万円の減額などを合わせまして、歳出総額１２万円を減額するものでござ

います。 

歳入については、他会計補助金１１８万円の追加。貝川地区簡易水道整備事業

債１３０万円の減額など合わせて歳入総額１２万円の減額でございます。 

なお、詳細については議案説明のときに担当課長から説明をいたします。 

以上で行政報告及び提案理由の大綱の説明を終わります。よろしく御審議をお

願いいたします。 
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱

説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ４ 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 農 村 研 修 セ ン タ ー の 設

置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 梅 本 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  ただいま上程されました、議案第１号蘭越町農村研

修センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、御説明

いたします。 

 今年度、字大谷に建設いたしました蘭越町農村研修センターが、このたび完成

し供用に当たり、部屋の名称や面積が以前と変更になりましたので、使用料はじ

め所要の改正のため、条例の一部改正を上程させていただくものでございます。 

それでは参考資料①を御覧ください。 

改正箇所はアンダーラインを引いております。 

別表で、使用区分を全館使用、集会室、調理室、会議室と改め、料金を旧条例

を参考に、面積に比例し、御覧のとおり改めるものでございます。 

また、別記様式も同様に部屋の名称を改めるものです。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 農 村 研 修 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ５ 、 議 案 第 ２ 号 蘭 越 町 交 流 促 進 セ ン タ ー 雪 秩

父 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。 

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 水 上 商 工 労 働 観 光 課 長 。  

 

〇 商 工 労 働 観 光 課 長（ 水 上 昭 広 ） ただいま上程されました、議案第２号蘭越

町交流促進センター雪秩父の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、御説明いたします。 

交流促進センター雪秩父は、平成３０年度に現在の料金に改正いたしましたが、

近年、町外からや、特に外国人利用客増加に伴い、町外から利用いただく利用料

金の見直しを行い、増収に向け料金改正を行うものです。 

なお、町民の利用料金につきましては、改正を行わず、据え置くことといたし

ます。 

また、オープンから１０年が経過し、施設維持管理費の増大や物価の上昇、周

辺同種施設の均等を加味し、施設利用料（入浴料）の料金を改正を行うため、条

例の一部を改正するものでございます。 

それでは参考資料②、新旧対照表を御覧願います。 

変更箇所にはアンダーラインを引いております。 

別表中、１施設利用料（入浴料）について、大人（中学生以上）７００円を９

００円に改めるものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は令和７年４月１日から施行いたします。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 蘭 越 町 交 流 促 進 セ ン タ ー 雪 秩 父 の 設 置 及 び 管 理 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  
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（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ６ 、 議 案 第 ３ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補

正 予 算 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 梅 本 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  ただいま上程されました、議案第３号令和６年度蘭

越町一般会計補正予算第８号につきまして御説明いたします。 

現在、この会計の予算の総額は８４億２９２万６，０００円で、歳入歳出それ

ぞれ２億９，１５６万８，０００円を追加し、８６億９，４４９万４，０００円

とするものです。 

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。 

次に、繰越明許費は第２表繰越明許費補正に、債務負担行為は第３表債務負担

行為補正に、そして地方債は第４表地方債補正によるものでございます。のちほ

ど説明いたします。 

それでは事項別明細書の歳出から御説明いたします。１０ページを御覧くださ

い。 

２款総務費 １項総務管理費 ４目財産管理費、補正額１４４万８，０００円。

１４工事請負費１４４万８，０００円。庁舎女子トイレの改修工事で、１階、２

階の女子トイレに洋式便座を増設するものです。 

７目自治振興費、補正額８万８，０００円。１８負担金補助及び交付金８万８，

０００円。名駒・港地区街路灯組合補助金で、港地区の街路灯の故障により修繕

費用を助成するものです。 

１２目定住促進対策事業費、補正額１６０万円。特定財源の国道支出金１２０

万円は、デジタル田園都市国家構想交付金のうち移住支援金です。１８負担金補

助及び交付金１６０万円は、移住支援金で北海道UＪＩターン新規就業支援事業

により、町内に移住してきた１名の方に対して補助金を交付するものです。 

１９目低所得世帯支援及び定額減税調整不足額給付対策費、補正額２，５４６

万６，０００円。国の補正予算により重点支援地方交付金が追加され、町民税非

課税の低所得世帯に対して、物価高騰に伴う経済的負担軽減を図るため、１世帯

３万円、子供のいる世帯には１人２万円を加算して給付金を支給するものです。
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１報酬３９万９，０００円。会計年度任用職員報酬です。３職員手当等５８万６，

０００円。時間外勤務手当です。４共済費１１万４，０００円。市町村職員共済

組合等負担金、社会保険料です。１０需用費３３万３，０００円。消耗品費です。

１１ページにまいります。１１役務費３５万円。郵便料、電話料、振込手数料で

す。１３使用料及び賃借料２万円。複写機使用料です。１８負担金補助及び交付

金２，３６６万４，０００円。北海道自治体情報システム協議会負担金、低所得

世帯支援給付金です。 

３款民生費 １項社会福祉費 ５目高齢者生活福祉センター費、補正額４３万

４，０００円。１０需用費４３万４，０００円。高齢者生活福祉センターこんぶ

のボイラー制御盤が故障したため、修繕を行うものです。１２ページです。 

６目自立支援給付・措置費、補正額２，２９３万７，０００円。特定財源の国

道支出金１，７２０万２，０００円は、自立支援給付費負担金です。１９扶助費

２，２９３万７，０００円。自立支援給付費、障害福祉サービス費の追加で、障

害者施設グループホーム入所者費用の増によるものです。 

８目介護予防拠点センター費、補正額１５万円。１０需用費１５万円。介護予

防拠点センターみなとの温水循環ポンプが故障したため、修繕をするものです。 

３款民生費 ４項児童福祉費 １目児童福祉総務費、補正額６０万円。特定財

源のその他は子ども・子育て基金指定寄附金で、３名の方から６０万円の寄附に

よるものです。２４積立金６０万円。子ども・子育て基金積立金です。 

４款衛生費 １項保健衛生費 ５目蘭越歯科診療所費、補正額１６万２，００

０円。１１役務費１６万２，０００円。蘭越歯科診療所待合室に空調設備を設置

します。 

４款衛生費 ３項上水道費 １目飲用水施設整備費、補正額１１８万円。２７

繰出金１１８万円。簡易水道事業会計繰出金です。次のページです。 

６款農林水産業費 １項農業費 ２目農業総務費、補正額１億９，０００万円。

特定財源その他１億９，０００万円は、蘭越町地域再生プラン支援金です。２４

積立金１億９，０００万円は、産業振興基金積立金です。 

３目農業振興費、補正額７５万円。特定財源の国道支出金７５万円は、農業次

世代人材投資事業補助金です。１８負担金補助及び交付金７５万円。農業次世代

人材投資事業補助金です。 

７款商工費 １項商工費 ３目街の茶屋費、補正額１２万２，０００円。１０

需用費１２万２，０００円。街の茶屋の身障者トイレが故障したため、交換修理

を行うものです。 

４目観光費、補正額３，０００万円。特定財源その他３，０００万円は、ふる

さとを想う寄附金です。７報償費９００万円。１１役務費６００万円。２４積立
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金１，５００万円は、ふるさと納税の増収による返礼品、送料、システム取扱手

数料及び積立金を追加するものです。１４ページにまいります。 

５目交流促進センター雪秩父費、補正額６２万円。１０需用費６２万円。排煙

窓装置、洗い場照明の修繕を行うものです。 

８款土木費 ２項道路橋りょう費 ６目除雪費、補正額１１２万２，０００円。

１０需用費２２万２，０００円。修繕料でロータリー除雪車の車内暖房用熱交換

器から冷却水漏れが発生したことによる修繕をお願いするものです。１８負担金

補助及び交付金９０万円。蘭越湯の里ヴィレッジ共同管理組合の周辺道路除雪事

業に対しまして助成をするものです。 

１０款教育費 ２項小学校費 １目学校管理費、補正額１，０１４万９，００

０円。特定財源の国道支出金３６３万１，０００円は、学校施設環境改善交付金、

地方債は蘭越小学校校舎照明ＬＥＤ化事業債です。１１役務費１２８万３，００

０円。昆布小学校校舎オートロック装置設置手数料です。１４工事請負費８８６

万６，０００円。蘭越小学校校舎照明ＬＥＤ化工事です。 

１０款教育費 ３項中学校費 １目学校管理費、補正額４００万円。１０需用

費４００万円。蘭越中学校の電気料を追加するものです。 

３目花一会図書館費、補正額１４万２，０００円。特定財源その他１１４万２，

０００円は、自動車損害共済金です。１０需用費１４万２，０００円。修繕料で

公用車の単独事故による修繕料をお願いするものです。 

１０款教育費 ５項保健体育費 １目保健体育総務費、補正額５９万８，００

０円。１３使用料及び賃借料５４万８，０００円。町内小中学生がニセコ町内二

つのスキー場でのリフト券を取得した際に、一部を町で負担することで冬期間に

おける子どもたちの体育振興に資するものです。１８負担金補助及び交付金５万

円。体育振興奨励事業補助金で、蘭越中学校のソフトテニス部、女子バレーボー

ル部がそれぞれ全道大会へ出場し、予算に不足を生じることから追加をお願いす

るものです。 

つづきまして、歳入にまいります。8ページを御覧ください。 

１２款地方交付税 １項地方交付税 １目地方交付税、補正額９０４万５，０

００円。１節地方交付税、特別交付税を追加するものです。 

１６款国庫支出金、１７款道支出金、９ページにいきまして、１９款寄附金は

説明を省略します。 

２１款繰越金 １項繰越金 １目繰越金、補正額７７３万２，０００円。１繰

越金７７３万２，０００円。前年度繰越金です。 

２２款諸収入、２３款町債も説明を省略いたします。 

つづいて３ページを御覧ください。 



- 13 - 

 

第２表繰越明許費補正につきまして、御説明申し上げます。 

追加で、２款総務費 １項総務管理費、事業名低所得世帯支援及び定額減税調

整不足額給付対策費２，５４６万６，０００円。 

１０款教育費 ２項小学校費、蘭越小学校校舎照明ＬＥＤ化事業と、昆布小学

校校舎オートロック装置設置事業、いずれも翌年度に繰り越して使用できるもの

とするものです。 

つづいて４ページです。 

第３表債務負担行為補正です。 

変更で、黒松内町堆肥センター改修事業負担金で、限度額を４５４万５，００

０円と改めるものです。 

次のページ、第４表地方債補正です。 

変更で、学校教育施設等整備事業債の限度額を、事業の追加により３，６５０

万円に変更するものです。 

また、先の日銀による政策金利の変更も考慮いたしまして、利率を３％以内と

するものです。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

７ 番 難 波 議 員 。  

 

○ ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  ２ 点 ほ ど お 聞 き し ま す 。  

ま ず 、 歳 入 な ん で す け れ ど も 、 ふ る さ と を 想 う 寄 附 金 ３ ， ０ ０ ０ 万 円 の

追 加 と い う こ と で 、い わ ゆ る ふ る さ と 納 税 の 部 分 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、

確 か 現 行 予 算 は １ 億 円 を み て る と 思 う ん で す け ど も 、 そ れ が ３ ， ０ ０ ０ 万

円 追 加 と い う こ と で 、 見 込 み で 、 今 年 は ど の 程 度 ま で な る と い う 見 込 み で

考 え て お ら れ る の か 。 １ 億 円 を 突 破 す る と い う こ と は 一 つ の 節 目 と い い ま

す か ね 、 目 標 と し て い る と こ ろ は 到 達 で き る と い う こ と な ん で す け ど も 、

現 在 の 状 況 も 含 め て 少 し お 話 し い た だ け れ ば と い う ふ う に 思 い ま す 。  

も う 一 つ は 、 １ １ ペ ー ジ で す 。 国 の 政 策 の 低 所 得 者 世 帯 の 支 援 の 給 付 金

で す け れ ど も 、 １ ８ 節 で 、 こ こ に ２ ， ３ ５ １ 万 円 載 っ て お り ま す 。 私 の 記

憶 で は 、 非 課 税 世 帯 の １ 人 に 対 し て ３ 万 円 、 プ ラ ス で 子 ど も に は ２ 万 円 と

い う 、 そ う い う こ と だ っ た な と い う ふ う に 思 っ た ん で す け れ ど も 、 確 認 の

意 味 で 、 そ の 交 付 金 の 額 と 、 そ れ か ら 対 象 と な る 方 は ど の 程 度 お ら れ る の

か と い う と こ ろ を 教 え て ほ し い と い う ふ う に 思 い ま す の で 、 こ の ２ 点 、 よ
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ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  水 上 商 工 労 働 観 光 課 長 。  

 

〇 商 工 労 働 観 光 課 長 （ 水 上 昭 広 ）  難 波 議 員 の １ 点 目 の 御 質 問 に お 答 え い

た し ま す 。  

今 現 在 の ふ る さ と 納 税 の 状 況 と い う こ と な ん で す け ど も 、 １ 月 末 現 在 で

約 １ 億 ２ ， ７ ０ ０ 万 円 ほ ど 寄 附 額 を い た だ い て お り ま す 。 件 数 に い た し ま

す と ４ ， ３ ３ １ 件 と い う か た ち で 寄 附 を い た だ い て お り ま す 。  

ち な み に 前 年 度 な ん で す け ど も 、 ２ ， ７ ９ ８ 件 と い う こ と で 、 今 年 度 に

つ い て は １ ， ５ ３ ３ 件 の 増 と な っ て お り ま す 。  

今 後 の 見 込 み と し て 、 ま だ 今 １ 億 ２ ， ７ ０ ０ 万 円 と い う こ と な の で 、 １

億 ３ ， ０ ０ ０ 万 円 は 寄 附 額 を い た だ け る の か な と い う 状 況 で す の で 、 今 回

上 程 さ せ て い た だ き ま し た 。  

以 上 に な り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  福 原 住 民 福 祉 課 長 。  

 

〇 住 民 福 祉 課 長 （ 福 原 明 美 ）  ２ 点 目 の 低 所 得 者 の 生 活 支 援 給 付 金 に つ い

て お 答 え さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

こ ち ら の ほ う で す ね 、 議 員 も お っ し ゃ っ て い た と お り 、 低 所 得 者 の 世 帯

へ の 支 援 と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

世 帯 数 に つ き ま し て は 、 ７ ３ ４ 世 帯 を 見 込 ん で お り ま す 。 子 ど も の 加 算

に つ い て は ７ ０ 名 を 見 込 ん で お り ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

３ 番 淀 谷 議 員  

 

〇 ３ 番（ 淀 谷 融 ） ９ ペ ー ジ の 蘭 越 町 地 域 再 生 プ ラ ン 支 援 金 と い う こ と で 、

１ 億 ９ ， ０ ０ ０ 万 と い う こ と で 、 こ れ 蒸 気 噴 出 の 部 分 で 三 井 さ ん と の 関 係

の 部 分 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 再 生 プ ラ ン と い う こ と で 、 ど の よ う

な 事 業 っ て い う こ と を 、 多 分 、 三 井 さ ん と も 協 議 さ れ た と 思 う ん で す け ど

も 、 そ れ ら の 事 業 内 容 と い う か で す ね 、 決 め ら れ た の か 、 そ の 部 分 に つ い
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て 歳 出 の ほ う で そ の 部 分 を 基 金 に 積 み 立 て る と い う こ と な ん で す け ど も 、

そ の プ ラ ン の 部 分 に つ い て 、 各 、 そ れ に 充 当 し て い か な き ゃ な ら な い と い

う こ と が あ ろ う か と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ れ ら の 事 業 計 画 的 な も の は ど

の よ う に な っ て い る の か 。 わ か れ ば 教 え て い た だ き た い ん で す が 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  梅 本 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  地 域 再 生 プ ラ ン の 事 業 内 容 と い う 御 質 問 だ っ た

か と 思 い ま す 。  

地 域 再 生 プ ラ ン に つ き ま し て は 、 公 表 い た し ま し て 、 プ ラ ン の ほ う は ホ

ー ム ペ ー ジ な ど も 使 っ て 公 表 し て ま し て 、 具 体 的 な 方 向 性 み た い な も の は

お 知 ら せ し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

主 に 、 産 業 振 興 、 ら ん こ し 米 の 振 興 で す と か 、 地 域 が 受 け た 風 評 被 害 を

払 拭 す る た め の 事 業 を 目 標 と し て プ ラ ン を 作 成 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 回 の こ の 具 体 的 な 支 援 金 の 事 業 目 的 は で す ね 、 そ の プ ラ ン に 基 づ き ま

し て 、 こ れ か ら 具 体 的 に 詰 め て い く と い う か た ち に な る か と 思 い ま す 。  

そ う い っ た 意 味 で 、 そ れ で 事 業 者 の ほ う と も ど う い っ た こ と に 使 っ て い

っ た と い う こ と は 、 報 告 、 お 互 い 協 議 し な が ら 報 告 し て い く こ と に な っ て

い く か と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 、御 理 解 い た だ き た い と 思 い ま す 。 

こ の 時 点 で 、 具 体 的 に こ の 事 業 に 充 当 す る と い う こ と は 、 今 の 段 階 で は

決 ま っ て お り ま せ ん の で 、 御 理 解 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ３ 番 淀 谷 議 員  

 

〇 ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  は い 。 わ か り ま し た 。  

プ ラ ン と い う の は ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て る っ て い う 、 多 分 、 こ れ か

ら ま だ 、 こ れ か ら 計 画 さ れ て い っ て 、 そ の 事 業 が ど の よ う に 充 当 さ れ て い

く か と い う 部 分 が あ っ て 、 懸 念 す る と こ 、 こ の 基 金 に 積 ん じ ゃ っ て そ れ が

充 当 さ れ な い で そ の ま ま 基 金 に 残 る っ て い う こ と が 懸 念 さ れ る も の で す か

ら 、 や は り そ の 計 画 を 具 体 的 に さ れ て 、 そ こ に 充 当 さ れ た っ て い う こ と が

わ か っ て い く よ う な こ と で 事 業 を 進 め て い っ て い た だ き た い と い う ふ う に

思 っ て お り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  梅 本 総 務 課 長 。  
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〇 総 務 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  は い 。 こ の た び 事 業 者 さ ん の 御 理 解 を い た だ い

て 大 き な お 金 を い た だ い た と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 し っ か り ど う い

っ た こ と に 使 っ て い く か と い う の は 、 皆 さ ん と も 協 議 し な が ら 予 算 化 し て

進 め て い き た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 、 御 理 解 を お 願 い い た し

ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

１ 番 佐 々 木 議 員 。  

 

〇 １ 番 （ 佐 々 木 雄 三 ）  は い 。 １ 番 佐 々 木 で す 。  

１ ５ ペ ー ジ の １ ０ 款 教 育 費 に つ い て 質 問 さ せ て い た だ き ま す 。  

ス キ ー リ フ ト 利 用 料 、 こ ち ら シ ー ズ ン 券 の 補 助 と い う か た ち で 、 現 状 ２

か 所 の ス キ ー 場 の シ ー ズ ン 券 購 入 へ の 補 助 と い う 説 明 が あ っ た と 思 い ま す 。 

町 民 の 方 と お 話 し て も 大 変 助 か る と い う よ う な お 声 を 聞 い て お り ま し て 、

大 変 良 い 政 策 か な と 思 っ て お り ま す 。  

今 後 、 そ う い っ た 中 で 、 希 望 と 、 町 民 の 声 と し ま し て は 、 そ の ほ か ス キ

ー リ ゾ ー ト 、 違 う ス キ ー 場 へ の 拡 充 も あ る の か な い の か 、 現 段 階 で わ か っ

て る お 考 え を 聞 か せ て い た だ け た ら と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  今 野 教 育 次 長 。  

 

〇 教 育 次 長 （ 今 野 満 ）  佐 々 木 議 員 の 質 問 に お 答 え さ せ て い た だ き ま す 。  

今 後 の ス キ ー リ フ ト の 利 用 料 の 関 係 な ん で す け れ ど も 、今 年 度 も で す ね 、

当 初 は 三 つ の ス キ ー 場 運 営 事 業 者 の ほ う に お 話 掛 け を さ せ て い た だ い た と

こ ろ で す ね 、 ２ 社 か ら 御 理 解 を い た だ い て 、 今 回 、 事 業 を 実 施 し た と い う

こ と で あ り ま す 。  

来 年 度 以 降 も で す ね 、と り あ え ず 近 隣 の 三 つ の ス キ ー 場 の ほ う に で す ね 、

お 声 掛 け さ せ て い た だ き ま し て 、 ど う な る か わ か り ま せ ん け れ ど も 、 引 き

続 き で す ね 、 こ の 事 業 の ほ う 、 継 続 し て 実 施 し て ま い り た い と 思 っ て お り

ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

 ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 



- 17 - 

 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ３ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決 い た し

ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ７ 、 議 案 第 ４ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事

業 会 計 補 正 予 算 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 北 山 建 設 課 長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ４ 号 令 和 ６ 年

度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 第 ３ 号 に つ き ま し て 、 御 説 明 い た し ま

す 。  

 第 ２ 条 は 、 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 予 算 第 ３ 条 に 定 め た 収 益

的 収 入 及 び 支 出 の 予 定 額 を 補 正 す る も の で 、 収 入 で は 、 第 １ 款 簡 易 水 道 事

業 収 益  第 ２ 項 営 業 外 収 益 、 既 決 予 定 額 ４ ， ７ ３ １ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 に 、 今

回 の 補 正 予 定 額 １ １ ８ 万 円 を 追 加 し 、 ４ ， ８ ４ ９ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 と し 、 簡

易 水 道 事 業 収 益 の 合 計 を １ 億 ３ ，８ １ ４ 万 ４ ，０ ０ ０ 円 に 改 め る も の で す 。  

次 に 、 支 出 で ご ざ い ま す 。  

第 １ 款 簡 易 水 道 事 業 費 用  第 １ 項 営 業 費 用 、 既 決 予 定 額 １ 億 ６ ， ８ ８ ５

万 ２ ， ０ ０ ０ 円 に 、 今 回 の 補 正 予 定 額 １ １ ４ 万 円 を 追 加 し 、 １ 億 ６ ， ９ ９

９ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 と し 、 簡 易 水 道 事 業 費 用 の 合 計 を １ 億 ７ ， ３ ５ ６ 万 ７ ，

０ ０ ０ 円 に 改 め る も の で す 。  

第 ３ 条 は 、 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 予 算 、 第 ４ 条 で 定 め た 資

本 的 収 入 及 び 支 出 の 予 定 額 を 補 正 す る も の で 、 収 入 で は 、 第 １ 款 資 本 的 収

入  第 １ 項 企 業 債 、 既 決 予 定 額 ６ ， ０ ０ ０ 万 円 か ら １ ３ ０ 万 円 を 減 額 し 、

５ ， ８ ７ ０ 万 円 と し 、 資 本 的 収 入 合 計 を ８ ， ９ ４ ８ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 に 改 め

る も の で す 。  
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次 に 、 支 出 で ご ざ い ま す 。  

第 １ 款 資 本 的 支 出  第 １ 項 建 設 改 良 費 、 既 決 予 定 額 ７ ， ４ ６ ８ 万 ５ ， ０

０ ０ 円 か ら 、 今 回 の 補 正 予 定 額 １ ２ ６ 万 円 を 減 額 し 、 ７ ， ３ ４ ２ 万 ５ ， ０

０ ０ 円 と し 、 資 本 的 支 出 の 合 計 を １ 億 ２ ， ７ ０ １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 に 改 め る

も の で す 。  

な お 、 第 ３ 条 の 条 文 で 記 載 し て お り ま す と お り 、 予 算 第 ４ 条 中 、 資 本 的

支 出 に 対 す る 資 本 的 収 入 の 不 足 額 ３ ， ７ ４ ９ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 を ３ ， ７ ５ ３

万 ２ ， ０ ０ ０ 円 に 改 め 、 ま た 補 填 財 源 と し て 記 載 し て い る 消 費 税 の 資 本 的

収 支 に お け る 調 整 額 ６ ８ ４ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 を ６ ７ ３ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 に 、 当

年 度 損 益 勘 定 留 保 資 金 １ ， １ ９ ６ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 を １ ， ２ １ ２ 万 １ ， ０ ０

０ 円 に そ れ ぞ れ 改 め る も の で す 。  

第 ４ 条 は 、 予 算 第 ６ 条 に 定 め ま し た 企 業 債 の 限 度 額 を 改 め る も の で 、 過

疎 対 策 事 業 債 ３ ， ０ ０ ０ 万 円 を ７ ０ 万 円 減 額 し ２ ， ９ ３ ０ 万 円 に 、 簡 易 水

道 事 業 債 ３ ， ０ ０ ０ 万 円 を ６ ０ 万 円 減 額 し ２ ， ９ ４ ０ 万 円 に そ れ ぞ れ 改 め

る も の で す 。  

な お 、 起 債 の 方 法 、 利 率 及 び 償 還 の 方 法 は 変 更 ご ざ い ま せ ん 。  

第 ５ 条 は 、予 算 第 １ ０ 条 に 定 め ま し た 一 般 会 計 か ら 補 助 を 受 け る 金 額 ５ ，

３ ８ ６ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 に １ １ ８ 万 円 を 追 加 し ５ ， ５ ０ ４ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 に

改 め る も の で す 。  

そ れ で は 、 補 正 予 算 明 細 書 で 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。 ８ ペ ー ジ を 御 覧 願 い

ま す 。  

収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

は じ め に 、 収 入 で す 。  

１ 款 簡 易 水 道 事 業 収 益  ２ 項 営 業 外 収 益  ２ 目 他 会 計 補 助 金 、 補 正 予 定

額 １ １ ８ 万 円 。１ 節 他 会 計 補 助 金 １ １ ８ 万 円 の 追 加 を お 願 い す る も の で す 。 

次 に 、 支 出 で す 。  

１ 款 簡 易 水 道 事 業 費 用  １ 項 営 業 費 用  １ 目 配 水 及 び 給 水 費 、 補 正 予 定

額 １ １ ４ 万 円 。 １ ５ 節 委 託 料 ４ ４ 万 円 の 減 。 水 道 施 設 維 持 管 理 委 託 料 で 執

行 残 で す 。 １ ８ 節 修 繕 料 １ ５ ８ 万 円 の 追 加 を お 願 い す る も の で 、 既 に 発 生

し ま し た 漏 水 修 理 費 用 の 不 足 分 と 、 今 後 漏 水 が 発 生 し た 場 合 、 修 繕 料 に 不

足 を 生 じ る こ と か ら 追 加 を お 願 い す る も の で す 。９ ペ ー ジ を 御 覧 願 い ま す 。 

資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

は じ め に 、 収 入 で す 。  

１ 款 資 本 的 収 入  １ 項 企 業 債  １ 目 建 設 改 良 企 業 債 、 補 正 予 定 額 １ ３ ０

万 円 の 減 。 １ 節 建 設 改 良 企 業 債 １ ３ ０ 万 円 の 減 。 貝 川 地 区 簡 易 水 道 整 備 事
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業 債 で す 。  

次 に 、 支 出 で す 。  

１ 款 資 本 的 支 出  １ 項 建 設 改 良 費  １ 目 建 設 改 良 費 、 補 正 予 定 額 １ ２ ６

万 円 の 減 。 ４ ０ 節 工 事 請 負 費 １ ２ ６ 万 円 の 減 。 道 道 名 駒 田 下 線 老 朽 管 布 設

替 工 事 で 執 行 残 で す 。  

な お 、 ３ ペ ー ジ 、 ４ ペ ー ジ の 実 施 計 画 に つ き ま し て は 、 た だ い ま 補 正 予

算 明 細 書 で 説 明 い た し ま し た の で 、説 明 の ほ う は 省 略 さ せ て い た だ き ま す 。 

ま た 、 ５ ペ ー ジ か ら ７ ペ ー ジ に つ き ま し て は 、 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 計 算 書

及 び 貸 借 対 照 表 を 添 付 さ せ て い た だ い て お り ま す の で 、 の ち ほ ど 御 覧 い た

だ き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ４ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 を 採

決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ４ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全

部終了いたしました。 

これにて、令和７年第１回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。 

 

午前１０時４９分 閉会 


